












罰ゲームの「キラキラジャンプ」を笑顔で行う講師と子どもたち

パス交換で体が十分に温まった後、大人チームと小学生の代表チームで数分間のタグラグビーをしま
した。

体格差では大人チームが圧倒しており一方的なゲームになるかと思われましたが、小学生チームも負
けじと、機敏な動きとフットワークでトライを決めるシーンが見られ、性別や体格に関係なく楽しむ
ことができるタグラグビーの一面を垣間見ることができました。

その後、小学生チーム同士で試合を行いました。

息を切らしてグランドを駆けまわり、一生懸命にボールを追いかける姿はキラキラと輝いており、
我々大人にとってどこか懐かしい気持ちを思い出させてくれました。



授業の最後には、今泉さんから小学生に、サイン入りボールの贈呈が行なわれました。

贈呈を受けた子どもは、クラスのみんなに注目され、恥ずかしそうにしつつも、嬉しそうにしていた
ことが印象的でした。



３　最後に

「タグラグビーは楽しかったですか？」、「またタグラグビーをやりたいですか？」

授業の最後にこんな質問をしたところ、多くの小学生が元気よく「はいっ！」と答えてくれました。

多くの方による協力のもと行われた今回の授業、子どもたちが楽しんでくれたことを何よりも嬉しく
思います。

そしてもう一つ。

授業が終わり、我々が小学校を出ようとしたとき、「ありがとうございました！」と何人かの小学生
が、教室や体育館から顔を出し、元気よく挨拶してくれたことが非常に印象的でした。

彼らの心のどこかに今回の授業が残り、きっといつの日か、社会に旅立った彼らが今回の授業で学ん
だくれたことを活かしてくれることでしょう。

 


